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JMOOC講座 

 

1. 概要 

インターネットを利用したオープン教育は、学生に対する学修補助効果、教育の㉁の

向上が期待されるだけでなく、「大学の知」を社会に㑏元する社会㈉献にもつながるも

のであり、本学の新たな「価値」「意味」を創出する役割を担うと考えられる。また、 

広報効果として、その性㉁から国内のみならずグローバルに本学の知名度を㧗めるこ

とが期待できる。 

本学は 2014 年度より日本オープンオンライン教育推㐍協㆟会㸦JMOOC㸧に参加し、

毎年 JMOOC公ㄆプラットフォーム「gacco」にて㸯㹼㸰ㅮ座を㛤ㅮしてきた。2020年度

はコロナの情勢下で新つコンテンツの制作が出来ず、2016 年度に㛤ㅮしたㅮ座を再㛤

ㅮした。 

 

2. 利用状況 

(1).㛤ㅮㅮ座情報 

ㅮ座名:世界に日本ㄒを広げよう㸟㹼”そうだったのか”の日本ㄒ教育学㹼 

ㅮ師:異文化コミュニケーション学㒊 教授 池田伸子 

ㅮ座アシスタント:異文化コミュニケーション研究科生㸦ゝㄒ科学専攻㸧㸯名㓄置 

㛤ㅮ予定期㛫:2020年 10月㸯日㸦木㸧から㸲㐌にわたり㛤ㅮ予定 

受ㅮ登㘓者数:1,990名 

受ㅮ修了者数:229名 

修了率:15㸣  

 

                 

 

    

 

 

 

 

図㸰:JMOOCスライドイメージ 

 
 
 
 

 
図㸯:JMOOCㅮ座コースカード 
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(2).アンケート㞟ィ 

JMOOCプラットフォームを㐠営している㈱ドコモ gaccoから提出された「受ㅮ状況

等各種㞟ィ結果と受ㅮ者からのアンケート結果についての分析報告書」より一㒊抜粋

する。 
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3. 2020年度のまとめ 

今年度はコロナ禍で担当教員の㑅定が㛫に合わず、本学 JMOOC として初の再㛤ㅮと

なった。再㛤ㅮではㅮ座の申ㄳ、著作権処理、㈨料改ゞに㸯㹼㸰ヶ月㛫程の準備期㛫を

要したが、2020年 10月に㛤ㅮを㏄えた。 

性別・年代別㞟ィでは、女性受ㅮ者が 10㹼50代にかけて満㐢なく受ㅮしていたこと、

他ㅮ座と比べて 10代の受ㅮ者割合が多いことから、ボランティアや就職・㌿職を見据

えた日本ㄒ教育への㛵心の㧗さとニーズを捉えたㅮ座であったと考えられる。 

受ㅮ後アンケートにも「基礎知㆑として日本ㄒ教育の全容を知りたい、という目的を

㐩せられました。」「なんとなく日本ㄒ教師というものに興味を持っていたのですが、そ

れがより明確になってきたように感じます。」といった社会人女性からの意見や、「教育

学㒊で、教育行政学・教育内容・学校管理ㅮ座を専攻し、国ㄒ科教員免チを取得してい

たので受ㅮしてみたのですが、日本ㄒ教育の現状とㄢ㢟を知ることができ、その点では

受ㅮしたメリットがありました。」といった学生ど点からのコメントが見受けられた。 

今回は再㛤ㅮということで、㐠営側としては準備期㛫のおおよその目㏵がついたこ

と、また「㠃白かったが、データが古くなりつつある。できれば授業内容の刷新㸦アッ

プデート㸧をお㢪いしたいと思う」というアンケート意見も多数あり、再㛤ㅮとはいえ

何らかのブラッシュアップの必要性を感じ、今後のㅮ座㐠営の参考となった。 


